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 我々がこれまでに開発してきた図１に示すモリブデンとバナジウムからなる2つの結晶性複合酸化物

は，以下 4つの興味深い特徴をもつ新規触媒材料である[1]. 

１）アクロレインからアクリル酸合成用の工業触媒の真の活性構造である可能性が高い. 

２）エタンガスを高効率で酢酸に転換する酸化触媒である. 

３）アルコールの酸化触媒として興味深い選択性を示す. 

４）直径約 0.4 ナノメートルのチャンネル空孔を持ち、分子ふるい作用を有する. 

 
図１ 斜方晶（左）および三方晶 Mo-V 酸化物 

  

我々はこの 2 つの酸化物をヘプタ

モリブデートと硫酸バナジルを水中

175 度（水熱条件下）で反応させるこ

とにより合成している．水熱合成前に

6つのモリブデンからなる5角形ユニ

ットがすでに生成し，この 5角形ユニ

ットが水熱合成条件下，他のモリブデ

ンまたはバナジウムと縮合すること

によって金属酸化物に成長していく

ユニット式反応機構（図 2）が示唆さ

れたので発表する． 

 反応機構を明らかにすることによ

り今後の触媒設計論の進歩また新し

い材料の開発が期待できる。 
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図２ 水熱合成条件下での生成機構 


